
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq湯沢町議会だより 第89号

例
の
制
定
に
つ
い
て

■
審
査
の
結
果

　

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
」

　

組
織
機
構
の
改
革
に
よ
り
、

旧
制
度
の
主
任
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
長
年
の
勤
務
と
経

験
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
事
の

職
階
に
あ
る
職
員
の
対
外
的
な

信
用
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ

げ
る
た
め
級
別
職
務
分
類
表
の

見
直
し
を
行
い
、
3
級
に
主
任

の
職
務
を
追
加
し
、
4
級
を
主

査
と
す
る
改
正
で
あ
る
。

◎
主
な
質
疑

Q���

…
級
別
職
務
分
類
表
の
見
直

し
に
よ
り
、
期
末
勤
勉
手
当

の
傾
斜
配
分
は
ど
う
な
る
か
。

A���

…
3
級
に
4
年
以
上
在
職
し

勤
務
成
績
が
優
秀
な
職
員
を

主
任
と
し
、
4
級
を
主
査
と

す
る
が
、
傾
斜
配
分
は
4
級

以
上
と
す
る
の
で
現
状
と
変

わ
ら
な
い
。

●
議
案
第
6
号

　

湯
沢
町
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

■
審
査
の
結
果

　

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
」

　

学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、

条
例
に
引
用
さ
れ
て
い
る
条
項

の
改
正
で
あ
る
。

●
議
案
第
20
号

　

平
成
19
年
度
観
光
事
業
清
算

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

に
つ
い
て

■
審
査
の
結
果

　

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
」

　

観
光
事
業
清
算
に
伴
う
剰
余

金
114
万
1
千
円
を
一
般
会
計
に

繰
り
入
れ
る
補
正
予
算
で
あ
る
。

●
陳
情
第
3
号

健
全
に
運
営
さ
れ
て
い
る
自
主

共
済
を
保
険
業
法
の
適
用
除
外

に
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

■
審
査
の
結
果

「
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
決
定
」

　

共
済
の
今
日
と
未
来
を
考
え

る
新
潟
県
懇
話
会
か
ら
の
陳
情

で
あ
り
、
保
険
業
法
の
改
正
に

よ
る
経
過
措
置
の
期
限
が
迫
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
延

長
し
、
自
主
的
に
非
営
利
で
健

全
運
営
さ
れ
て
い
る
自
主
共
済

を
保
険
業
法
の
適
用
除
外
と
し
、

引
き
続
き
継
続
で
き
る
措
置
を

国
に
求
め
る
陳
情
で
あ
る
。

◎
主
な
意
見

・�

過
去
に
共
済
制
度
の
悪
用
が

社
会
問
題
に
な
っ
た
。
助
け

合
い
で
あ
る
共
済
制
度
も
今

後
悪
用
さ
れ
な
い
と
い
う
保

証
は
な
い
。
あ
る
程
度
の
歯

止
め
が
必
要
で
あ
り
、
制
約

を
ク
リ
ア
ー
し
て
こ
そ
共
済

制
度
が
信
頼
さ
れ
健
全
に
運

営
さ
れ
る
と
い
う
担
保
に
な

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
法
律

に
よ
る
規
制
は
必
要
で
あ
る
。

●
陳
情
第
5
号

　

住
民
の
安
全
と
暮
ら
し
に
直

結
し
た
国
の
地
方
出
発
機
関
を

統
廃
合
す
る
こ
と
の
見
直
し
を

求
め
る
陳
情

■
審
査
の
結
果

　

「
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
決
定
」

　

新
潟
県
公
務
公
共
関
連
労
働

者
共
闘
連
絡
会
か
ら
の
陳
情
で

あ
り
、
地
方
と
都
市
の
格
差
問

題
が
問
わ
れ
る
中
で
、
国
の
出

先
機
関
ま
で
統
廃
合
さ
れ
れ
ば

益
々
格
差
が
拡
大
さ
れ
る
の
で
、

国
の
出
先
機
関
の
統
廃
合
を
行

わ
な
い
こ
と
を
国
に
求
め
る
陳

情
で
あ
る
。

■
審
査
の
結
果

　

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
」

　

育
児
短
時
間
勤
務
の
承
認
を

受
け
た
職
員
の
勤
務
時
間
等
の

規
定
の
整
備
を
図
る
た
め
の
改

正
で
あ
る
。

◎
主
な
質
疑

Q����

…
職
員
が
育
児
短
時
間
勤
務

を
選
択
し
た
場
合
の
経
費
の

試
算
は
し
て
い
る
か
。

A���
…
こ
の
制
度
を
職
員
が
ど
う

い
う
形
態
で
取
る
か
想
定
で

き
な
い
の
で
試
算
は
し
て
い

な
い
。

Q����

…
育
児
短
時
間
勤
務
の
取
得

に
よ
り
、
業
務
に
支
障
を
き

た
す
場
合
の
判
断
は
誰
が
す

る
の
か
。

A���

…
業
務
に
支
障
が
出
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
少
子

化
対
策
と
し
て
職
員
が
子
供

を
養
育
す
る
た
め
の
環
境
整

備
も
大
事
で
あ
り
、
上
司
と

話
し
合
い
に
よ
り
歩
み
寄
る

こ
と
と
す
る
。
短
期
採
用
職

員
任
用
制
度
の
活
用
も
考
え

ら
れ
る
。

●
議
案
第
5
号

　

湯
沢
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

特
定
検
診
、
特
定
指
導
の
業

務
が
義
務
付
け
ら
れ
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
業
務
を
健
康
福
祉
課
に
一
本

化
し
、
効
率
的
な
業
務
運
営
を

図
る
た
め
に
、
町
民
課
と
健
康

福
祉
課
の
事
務
を
見
直
す
改
正

で
あ
る
。

●
議
案
第
3
号

　

湯
沢
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
審
査
の
結
果

　

「
賛
成
全
員
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
」

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
に

関
す
る
法
律
の
改
正
で
、
小
学

校
入
学
ま
で
の
子
供
を
養
育
す

る
た
め
育
児
短
時
間
勤
務
制
度

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当

制
度
に
対
応
す
る
た
め
の
条
例

改
正
で
あ
る
。

●
議
案
第
4
号

　

湯
沢
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

�


